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様式第９号（第９条関係）

　　第　　　　号

法定外公共物使用許可指令書

　　　　　　　　　住所

　　　　　　　　　氏名

　　　　　　年　　月　　日付けで申請の　　　　　　を次のとおり許可する。ただし、次の事項（別紙）を守らなければならない。

　　　　年　　月　　日

渋川市長　　　　　　　　　　印

　１　目的

　２　位置　　渋川市　　　　　　　　番地先

　３　数量
　４　期間　　　　年　　月　　日から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　か月

　　　　　　　　　　　　年　　月　　日まで

　５　使用料　　１か年　　　　金　　　　　　　　円
　別紙

　１　使用料は、別に発する納入通知書により納入すること。

　２　許可期間中任意に使用を廃止したときは、既納の料金は還付しない。

　３　渋川市法定外公共物の管理に関する条例が改正された場合には、改正された使用料の額とする。

　４　工作物設置に関する工事が完成したときは、完成の日から10日以内に市長に届け出て検査を受けなければならない。

　５　許可を受けた事項を変更し、又は許可によって生ずる権利義務を他人に移転しようとするときは、市長の許可を受けなければならない。

　６　公益のため、又はその他の理由によって必要あるときは、許可を取り消し、その効力を停止し、若しくはその条件を変更し、若しくは既に設置した工作物を改築させ、除却させ、若しくは原状回復を命じ、又は許可した事項によって生ずる危害を予防するために必要な設備を命ずることがある。この場合、許可を受けたものは、これを拒むことができない。

　７　許可の期間が満了し、又は中途でその使用を廃止し、若しくは許可取消しの処分を受けたときは、直ちに原形に回復し、検査を受けなければならない。ただし、その必要を認めないものについては、この限りでない。

　８　本指令又は本指令に基づいて処分しなければならない義務のために要する費用は、全て許可を受けた者の負担とする。

　９　前各号のほか、渋川市法定外公共物の管理に関する条例及び同条例施行規則の規定を遵守すること。
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